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１ 事業報告 
平成２８年度の事業実施結果について、当初計画に基づき以下のとおり報告

致します。 
 

１）展示 

(1) [計画] 「観覧者にわかりやすく、親しみやすく」をテーマとした

展示方法の見直しを引き続き推進する。 

 [結果] 能古島への外国人観光客の来島が増加していることから、

これら外国人観光客の来館に対応するため、館内展示の多

言語化に取り組んだ。当年度は、館内展示の一部について

英語版解説を作成するにとどまったため、来年度以降も館

内展示多言語化への対応を進めることとする。 

(2) [計画] 亀井学と朱子学の学派対立の内容およびそれが後世に及

ぼした影響について具体的な説明方法を検討する。 

 [結果] 亀井南冥の古文辞学の流れを汲む論語解釈と主流たる朱

子学の対立、国及び藩全体の儒学教育統一の流れの中にお

ける学派係争の敗北（亀井学が朱子学に敗北）、亀井南冥・

昭陽・暘州の教育を受けた門弟らの人脈、などについて館

内展示の説明資料を整備した。 

 

２）企画 

(1) [計画] 別館１階にて、能古島出身の画家「多々羅義雄展」の展示

を企画する。 

 [結果] 年度を通じて「多々羅義雄展」を別館１階にて開催した。

複数回来館者のことも考慮し、［春～夏］［秋～冬］と展示

作品の入れ替えを行った。 
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３）広報 

(1) [計画] 広報誌「能古博物館だより」を年 3 回発行する。 

 [結果] 計画どおり、3 回（78 号、79 号、80 号）を発行した。 

各号 A4 版 8 頁、約 2000 部の印刷。配布先は、能古島市民、

一般市民向け広報ポスト、西区、早良区公民館、各メディ

ア、自治体各部署、美術館、博物館、個人会員、個人・法

人寄付者、その他記事関係者など。 

(2) [計画] 年間 4 回、各 1000 枚を目処にチラシを作成し、姪浜渡船

場、能古島観光案内所、アイランドパーク等に備置する。

 [結果] 計画どおり、年間 4000 枚の広報チラシ「能古博物館の紹

介」を印刷・発行した。 

姪浜渡船場、能古渡船場観光案内所、アイランドパーク等

に配布・備置した。内容は、博物館の概要案内、期間限定

展示案内、通し開館や年末・冬季休館と開館日の案内等。

(3) [計画] ホームページの更新・改善を図り、インターネット上の広

報活動の充実を図る。 

 [結果] ホームページを通じて企画展示内容等をタイムリーに伝

えることができるよう、ホームページのメンテナンスを実

施した。 

(4) [計画] 能古島内各施設、姪浜及び能古島渡船場内とその周辺およ

び能古博物館広報掲示板にポスターを掲示して休館日等

を周知し、博物館来館者の利便性を図る。 

 [結果] 能古島内各施設、姪浜及び能古島渡船場内とその周辺およ

び能古博物館広報掲示板にポスターを掲示して休館日等

を周知するように取り計らった。 

また、島内６箇所のポスター看板に英語版説明を加えて、

海外からの来島者に備えた。 

(5) [計画] アイランドパーク、観光案内所、他各施設の協力を発展さ

せるために、日常の交流促進とともに館への見学会などを

進める。 

 [結果] 島内各施設の担当者と情報交換を行うなどして、人的関係

の強化および連携充実を図った。 
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４）経営基盤の充実 

 [計画] 公益財団法人にふさわしい展示内容、経営基盤の充実に向

けて、入館料、寄附金等の収入財源の確保を重点課題とし

て活動する。 

 [結果] 平成 28 年度の入館者数は 1886 人（平成 27 年度は 2585

名）となり、前年度比 27％減となった。 

入館者減少の原因としては天候の影響が考えられる。 

今年度は夏の猛暑日（35 度以上）が特に多く、秋の台風

や天候不順も顕著であった。例年もっとも来館者が多い

10 月で比較すると、平成 28 年度の来館者数は前年の半分

以下という状況である。 

能古島全体としても、7 月・8 月は海水浴客の増加が目立

ったものの、9 月・10 月の来島者は前年を大きく下回り、

夏の海水浴客増加数以上の落ち込みであった 

いずれにしても、経営基盤充実のためには来館者の安定的

な確保が欠かせないため、展示内容の更なる充実を図り、

来館者数が天候等に左右されない魅力のある博物館にし

ていきたい。 

損益概況は、経常収支が△1,132,298 円と前年度よりも改

善した。経常費用に占める減価償却費は 6,297,630 円であ

り、経常費用から減価償却費を除いた現金支出費用は

10,997,556 円。経常収益は 16,162,888 円であるため、資

金収支は比較的良好な状態である。 

しかしながら、将来投資の財源確保に向けて、正味財産増

減計算書が黒字となるような財務状況を実現するために

引き続き尽力していきたい。 
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２ 会議開催状況 
１）評議員会 
 開催日 ：平成２８年５月２７日 
 内 容 ：平成２７年度 計算書類及び付属明細（承認事項） 
   平成２７年度 財産目録（承認事項） 

平成２７年度 事業報告及び付属明細（報告事項） 
 
 開催日 ：平成２９年３月２２日 

内 容 ：平成２９年度 事業計画書及び収支予算書（承認事項） 
  平成２９年度 資金調達及び設備投資の見込み（承認事項） 

 
２）理事会 
 開催日 ：平成２８年５月１２日 
 内 容 ：平成２７年度 事業報告及び付属明細（承認事項） 
   平成２７年度 計算書類及び付属明細（承認事項） 
   平成２７年度 財産目録（承認事項） 
   平成２７年度 監査報告（報告事項） 
   評議員会招集（承認事項） 
   理事長による職務執行状況報告（報告事項） 
 
 開催日 ：平成２９年３月１３日 
 内 容 ：平成２９年度 事業計画書及び収支予算書（承認事項） 
   平成２９年度 資金調達及び設備投資の見込み（承認事項） 
   会員規程の改定について（承認事項） 
   評議員会招集（承認事項） 
   理事長による職務執行状況報告（報告事項） 
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３ 役員等の状況 
平成２９年３月３１日現在 

役名 氏名 担当職務 
理事 原寛 理事長 
理事 西牟田耕治 常務理事 
理事 柏木重人 理事 
理事 黒田康介 理事 
監事 牧健太郎 監事 
評議員 原祐一 評議員 
評議員 塚本昭二 評議員 
評議員 有吉通泰 評議員 
評議員 江頭啓介 評議員 
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事業報告の附属明細書 
 

事業報告書に記載の他、該当無し。 
 


